
富士時報 Vol.75 No.7 2002

まえがき

パチンコホールでは，現金，カード，玉，メダルそして

景品とバリューがさまざまに姿を変えつつ移動していく。

そしてそれらを管理・運用するための多様な機器が使用さ

れている。

近年のパチンコ業界は，不景気と先行き不安を反映して

遊技客，市場規模とも減少傾向にあり，各ホール間の競争

は激しさを増している。遊技客を確保するために娯楽性の

高い遊技台をいち早く導入するにとどまらず，運営の省力

化により経費を削減するシステムや，顧客囲い込みのため

の利便性を高めるシステムを積極的に導入している。

富士電機では 1991 年から，紙幣搬送システム，景品管

理システムといったバリュー管理を自動化する機器を市場

に提供してきたが，今回，さらなる利便性を求めてモデル

チェンジを行い，４金種対応・ ICカード対応のシステム

を開発したので紹介する。

遊技店舗用システム

２.１ 遊技店舗におけるバリューのフロー

パチンコホールに入店すると遊技台が整然と並んでいる。

背中合わせに並んでいる台の群れを島という。レイアウト

によるが，島には両面合わせて 40 台前後の遊技台がある。

遊技客は来店すると，まず直接に現金で玉やメダルを借

りるか，いったんカードにチャージしてそれで借りるかを

する。遊技客にとってはバリューが現金から玉やメダルに

移ったことになる。店舗としては現金の売上げ管理をする

ためのシステムが必要となる。島の端には両替機や収納庫

が設置されている。遊技客は両替機で高額紙幣を 1,000 円

紙幣に換えて遊技台に行く。遊技台と遊技台の間には台間

機がある。台間機に現金を投入するとプリペイドカードに

そのバリューがいったんチャージされ，玉が供給される。

遊技客にとってはいすに座ったままゲームを開始，延長す

ることができるので遊技に集中できる。

また，遊技客が獲得した玉やメダルは退店時に決済され，

バリューは最終的に増減して景品に移る。媒体であるとこ

ろのカードや玉，メダルは店内でリサイクルされる。この

様子を図１にまとめる。

２.２ 富士電機の遊技店舗用システム

富士電機の提供する遊技店舗用システムでは，台間機に

投入された紙幣は自動回収されている。島の内側のスペー

スには紙幣搬送システムが設置されており，常時，自動搬

送されて，島の端にある両替機または収納庫の裏からその

金庫に収納されている。両替機ではいったん収納された

1,000 円紙幣は，遊技客が両替を行うと高額紙幣の代わり

に払い出される。再び台間機から投入されると自動搬送さ

れて両替機の金庫に戻ってくる。1,000 円紙幣は玉やメダ
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図１　パチンコホールにおけるバリューのフロー
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遊技店舗におけるバリューのフローと管理

ル同様，店舗内でリサイクルされ自動的に管理される。従

業員は，現金管理に手を煩わされることなく，遊技客への

サービスに集中することができる。

玉やメダルが景品と交換されるときには，その管理を省

力化する機器として，景品管理システムがある。これは玉

計数器やメダル計数器，景品管理 POS（Point Of Sales）

から成る。玉やメダルを計数して，ガイダンスにより遊技

客の好みの景品に交換する。景品の在庫管理機能に加え，

会員カードを発行して貯玉のサービスを提供することがで

きる。こうして会員管理をすることができる。

今まで以上にきめ細かなサービスを遊技客に提供するた

めに，富士電機の新しい遊技店舗用システムでは，IC

カードと連動して顧客一人一人についてさらに豊かな情報

が提供できるように進化している。

新しい紙幣搬送システム

３.１ 新しい紙幣搬送システムの特徴

遊技客が台間機に投入した現金は，搬送システムから回

収される紙幣の合計金額に等しくなくてはならない。

両替に再利用されるため一部は高額紙幣に置き換わってい

るが，金額では一致する。

島内の台間機は島端コントローラと呼ばれるサーバから

50ms 程度の刻みでポーリングされ，投入された紙幣の金

額がリアルタイムに集計される。一方，島端の金庫では，

やはり搬送システムから回収される紙幣が島端コントロー

ラに計数されていく。

紙幣搬送システムでは，台間機から投入された紙幣が搬

送途中でつまったり重なったりすると，遊技の停止，売上

げ誤差などの要因になる。富士電機では，搬送用チェーン

上に一定間隔で紙幣をキャッチするユニット（以下，ピッ

クという）を取り付け，このピックで紙幣を 1 枚ずつつか

んで搬送するという他社に例のない技術で高い信頼性を確

保してきた。台間機に投入された現金と，搬送システムか

ら金庫に回収された現金は島端コントローラにおいて照合

されるが，一時保留部においても受け渡しが管理される。

一般的に島端では紙幣が集積するのでつまりが発生しや

すいが，ピック搬送方式は紙幣を１枚ずつ分離して搬送す

るため構造的に紙幣と紙幣が接触しないので信頼性が高い。

ピック搬送方式では，重要な要素ユニットとして一時保

留部がある。これは台間機から投入された紙幣を保留し，

ピックの動きに同期させて受け渡す機能を持つ。従来の一

時保留部は現金の台間機にしか接続できなかったが，セ

キュリティが高く多機能な ICカードシステムが市場に投

入されたのに伴い，ICカード対応の台間機とも接続でき

るようにした。

図２にピックと一時保留部の外観を示す。

また従来機では，使用できる紙幣は 1,000 円紙幣だけで

あったが，遊技客への利便性を考えて 4 金種（1,000 円，

2,000 円，5,000 円，1 万円）すべての紙幣が使用できるよ

うに改良した。さらに４金種の紙幣を分離整列して収納す

る島端４金種分離収納庫（TSB520）を開発した。

新一時保留部，４金種分離収納庫の開発により，市場の

多様な島内紙幣搬送の要求に対応可能な新紙幣搬送システ

ムが完成した。

３.２ 新しい一時保留部の特徴

新しい一時保留部では制御機能を内蔵して，外部との通

信および投入された紙幣の枚数やエラーの記憶と出力が可

能となった。ICカードシステムに加え，ICコインによる

システムにも適用可能となった。これら接続先の変更は，

スイッチで容易に切換可能であるので店舗設置時に設定す

ればよい。

３.３ 4金種分離収納庫の特徴

4 金種分離収納庫の外観を図３に，仕様を表１に示す。

台間機の 4 金種対応に呼応して商品化したものであるが，

４金種台間機を導入すると従来の 1,000 円紙幣専用の場合

に比べて，さらに遊技客は席を立たずに済み，しかも所持

しているすべての紙幣が使用できるという利点がある。

台間機から投入された 4 金種の紙幣は，島内をピックに

より縦方向（長手方向）で搬送される。収納庫内には島内

を搬送されてきた紙幣を収納するための金庫が取り付けら

れているが，この金庫は奥行寸法を少なくするために，紙
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図２　ピックと一時保留部の外観

図３　4金種分離収納庫の外観
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遊技店舗におけるバリューのフローと管理

幣を横方向（短手方向）に収納している。

4 金種化に伴い収納容量も従来機に比べて拡大した。枚

数で倍増，金額では数倍の容量とした。またバックヤード

での作業を容易にするため，各金種ごとに独立して収納さ

れるようにした。

IC カード景品・会員管理システムの概要

富士電機の景品・会員管理システムは，玉計数機，メダ

ル計数機，景品管理 POS，再プレイ機，景品払出し機な

どのユニットから構成される。各ユニットはネットワーク

で接続され，すべてが FTC（Fuji Terminal Controller）

サーバによって統括されている。

図４に ICカード景品・会員管理システムの外観を示す。

４.１ ICカードシステムの特徴

従来の店舗におけるカードシステムは，カード発券機に

よりプリペイドカードを購入し，そのカードを台間機に差

し込んで遊技し，残高がなくなったら，発券機まで出向い

て再度カードを購入していた。使用済みのカードについて

は使い捨てとなっていた。

近年，カードシステム会社がセキュリティの強化と多機

能をセールスポイントにした ICカードシステムを開発し

た。ICカードは，繰返し使用ができるため，店舗にとっ

てはランニングコストの削減となる。また遊技客は席を離

れずに，台間機に挿入した ICカードへ追加入金すること

が可能となった。入金して未使用であった場合は，清算す

ることもできる。このように遊技客の利便性も向上した。

４.２ 景品・会員管理システムの ICカード対応

これまでの景品・会員管理システムでの会員分析は，富

士電機の景品管理端末機器（計数機，再プレイ機，景品管

理 POS）で会員カードを使用した際に記録されたデータ

の分析だけであった。例えば，来店しても退店時に出玉が

なかった会員は，記録が残らないので分析の対象とするこ

とができなかった。

今回 ICカードを会員カードとしても使用することで，

ICカードユニットと，FTCサーバとの連携が可能となり，

これまで以上にきめ細かな会員分析が可能となった。

新システムでは，ICカードユニットが接続された遊技

台から，遊技客が ICカードを使用するたびに ICカード

に記録された遊技内容（入金額，消費額，利用時間など）

がカードユニットから発信され，リアルタイムに FTC
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図４　ICカード景品・会員管理システムの外観
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図５　ICカード景品・会員管理システムの構成

表１　4 金種分離収納庫の仕様 

台間機接続台数 

島　　　　　幅 

島カウンタ高さ 

周　囲　温　度 

周　囲　湿　度 

定　格　電　圧 

外　形　寸　法 

質　　　　　量 

定格消費電力  

表　　　　　示 

取扱い金種 

識 別 方 式  

収 納 状 態  

収 納 枚 数  

™入金リジェクト庫  ：約 250 枚 
™1万円収納金庫　　：約 250 枚 
™5,000 円収納金庫：約 250 枚 
™2,000 円収納金庫：約 250 枚 
™1,000 円収納金庫：約 1,000 枚 

集計表示 
™回収合計金額 
™金種別回収合計枚数 
™リジェクト枚数 
™台間機の合計受入れ枚数 
™台間機個別の合計受入れ枚数 
™強制排除枚数 

警報および異常表示 
①収納満杯表示 
　1万円，5,000 円，2,000 円，1,000 円， 
　リジェクト紙幣 
②異常表示 
　™収納金庫　：内部機構の異常または紙幣つまり 
　™紙幣受取部：内部機構の異常または紙幣つまり 
　™方向転換部：内部機構の異常または紙幣つまり 
　™紙幣搬送部：ピックの取付け不具合 
　™台間機　　：一時保留部の異常，通信異常 
紙幣計数信号 
　™100 円単位/1パルス 
　™1,000 円単位/1パルス 

対
応
島
構
成
と
環
境 

4
金
種
分
離
収
納
庫 

識
別
部 

収
納
金
庫 

両面 48 島，（片面 24） 

480～580 mm 

590～640 mm 

0～40 ℃ 

0～85 ％RH 

AC100±10 V，50/60 Hz 

W330×D370×H1,673（mm） 

97 kg 

125 VA 

1,000 円，2,000 円，5,000 円，1万円紙幣 

磁気および光学式センサによる 

金種別整列積置収納 



遊技店舗におけるバリューのフローと管理

サーバに集約できるようにした。これらのデータを使用す

ることで今まで不可能であった以下のようなサービスが可

能となった。

会員，非会員比較

台，機種，島別比較

入金，消費管理

会員来店管理（曜日別，時間帯別）

利用機種傾向，利用時間把握

会員別消費・再プレイ利用状況把握

遊技客にとっては，IC 会員カード１枚だけで従来の複

数枚のカードの機能を利用できるため利便性が向上した。

一方，店舗にとっては，遊技客へのアフターフォローな

ど，これまでできなかった会員分析が，しかもリアルタイ

ムで可能となったため，会員へのより幅広いサービスを構

築していくことができる。図５に ICカード景品・会員管

理システムの構成を示す。

あとがき

パチンコホールは，年々郊外に大型店舗が目立つように

なり，インテリアもエクステリアも美麗になっていく。遊

技客をいかに獲得し拡大していくか，その競争は激しさを

増してくると考えられる。

富士電機では，店舗の経営効率化はもとより，遊技客に

とっての利便性を先駆けて提供できるようタイムリーな開

発を行っていく所存である。

（6）

（5）

（4）

（3）

（2）

（1）

富士時報 Vol.75 No.7 2002

416（34）



＊ 本誌に記載されている会社名および製品名は，それぞれの会社が所有する

商標または登録商標である場合があります。




